
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(資料)米国商務省資料より作成。 

米国経済の消費活動を小売売上高で見ると、再び堅調さを示し始めている。エネルギー

や食料品の価格上昇で名目の売上高が増加していることに加え、実質的要因として雇用、

所得環境が引き続き良好なことがあげられる。品目的には、自動車等の耐久消費財が堅調

に推移したほか、非耐久財も食料品、飲食等で増加する傾向を示している。FRB による

0.75 の金利引き上げが行われ 3.25 レベルとなったものの、足元での消費活動は堅調であ

り今後金融引き締めの効果が雇用・所得・消費活動にどう影響するか課題となる。 
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2022/09/26 第 855号 朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


